
一 般 質 問 通 告 書 

令和２年第４回定例会 No.１  

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 質 問 の 相 手 

１ 南  有 隆 １ 魅力ある教育・学校づくりに

ついて 

(１) 島の人口を増やす一つの手段として、生徒や保護者が、通い・通わせ

たくなる魅力ある教育・学校づくりが必要だと思うがどのように考えて

いるか。 

(２) 学校内における問題(いじめ・不登校)などに対しては、スピード感を

もって対応・対策を講じる必要があると思うが、現在どのような対応・

対策を行っているか。 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

２ ＳＮＳ等を活用した観光戦略

について 

(１) 近年、自治体や観光団体がユーチューブやインスタグラム、フェイス

ブックなどのＳＮＳを活用して観光客誘致に取り組んでいるが、本町に

おけるＳＮＳ等を活用した観光戦略についてどのように考えているか。 

町 長 

２ 沖 野 一 雄 １ 感染症に係る重点的な感染拡

大防止対策について 

 新型コロナウイルス感染症に係る第１波襲来から収束まで、更にその後の

行政や医療従事者等の懸命の抑制努力にもかかわらず、１１月のクラスター

再発を防ぐことができなかった。 

対策の厳しい現実と反省を踏まえ、「新しい生活様式」の更なる啓発徹底に

加え、特に、今後の感染拡大防止に効果的であると思われる次の３点につい

て重点的に対策を講じる必要があると思うが、町長の認識と見解を伺いたい。 

(１) 慣習化している与論献奉(祝杯)については、単なる「自粛要請」に止

まらず、マスコミを活用した「封印宣言」を行い、町内外に意識の高さ

と覚悟を広くアピールし実践する考えはないか。 

(２) 会食など、いわゆる３密が懸念される場においては、出席者及び連絡

先の記録を徹底し、追跡調査の迅速化に備える考えはないか。 

(３) 感染者等との接触者確認情報の入手や検査の迅速化に繋げるために、

厚生労働省が推奨する携帯端末の「接触確認アプリＣＯＣＯＡ」の活用

拡大を加速化する考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

町 長 
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  ２ 島の内海(イノー)の痩せ対策

について 

(１) 後世に引き継ぐべき島の大切な宝、内海(イノー)を取巻く自然環境は、

珊瑚の回復の遅れや海洋生物の激減などにより益々痩せ細り、かつての

豊かさとは程遠い様相を呈している。多種多様な珊瑚や魚介類、海藻等

が生息していたイノーの再生・復興に向けて、島を挙げて取り組む具体

的な体制の構築及び知恵の結集が急務と考える。町長の認識を伺いたい。 

(２) ウミガメの増頭による海藻等の食害が、イノーの痩せ細りを加速させ

ているとの海人(ウミンチュ)の声が増えている。ウミガメ保護条例を管

轄する県に対し、早急な実態調査と対策を強く求めるべきと考えるが、

町長の認識と具体策を伺いたい。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

３ 林  敏 治 １ 消防団の充実・強化について (１) 近年、全国的に人口減少や少子高齢化が進行する中、消防団は地域住

民の安心と安全を守る消防機関として中核的な役割を担っている。本町

においては、消防団員の確保が困難になってきているが、大型台風や地

震、火災等の発生に備え、団員の勧誘に努めるとともに、団員への手厚

い手当ての支給や人材育成など消防団の充実・強化を図り、維持存続す

ることが必要であると痛感するが、町長はどのように認識し、どう対策

を講じる考えであるか。 

町 長 

２ 若者が暮らしやすい環境づく

りについて 

(１) 将来、島の豊かな未来を築いていく若者が、就学後Ｕターンして資格

や技能をいかした職に就き定住した場合、町育英奨学資金の返還金を所

得に応じて減免するなど、若者が暮らしやすい環境づくりに取り組む考

えはないか。 

教 育 長 

３ 廃船の処理対策について (１) 現在、漁業従事者が減少する中、漁港や海岸沿いに廃船が放置されて

いる。観光立島として自然環境や景観に与える影響が懸念され、廃船の

撤去処理を以前から求める声があるが、今後、町内の関係者に協力を要 

  請するほか、対策協議会等を設置して計画的に調査を行い、積極的に対 

町 長 
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   策を講じる考えはないか。  

４ 喜 山 康 三 １ 百合ヶ浜の現状と対策につい

て 

(１) 島の宝である百合ヶ浜の定義をどのように捉えているか。また百合ヶ

浜の生成要因についてどのように考えているか。 

(２) 近年、百合ヶ浜が様変わりしている。原因調査と対策事業等を早急に

講じる必要があると考えるが、見解を伺いたい。 

町 長 

 

町 長 

 

２ 役場職員の生きがいと働きが

いのある職場づくりについて 

(１) 役場職員の人事管理や労務管理など職場内の様々な問題等について話

し合う場や対応する機関、その管理責任者はどうなっているか。 

   また、職場内の冠婚葬祭や上司、同僚、部下及び他の関係機関や業者

との職員の懇親会の在り方について一定のルール等を定める必要がある

と考えるが、見解を伺いたい。 

(２) 役場職員は、職務以外にも集落公民館の役員や各種団体の業務、奉仕

作業など地域社会の奉仕者としての役割を強く求められるほか、役場の

業務に関し、勤務時間外においても住民から電話や訪問による問い合わ

せや相談が多く、役場職員としての負担が大きいとの声があるが、見解

を伺いたい。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

５ 林  隆 壽 １ 与論町ホームページの改善に

ついて 

(１) 与論町ホームページの例規集にある条例や規則、要綱等をホームペー

ジを経由しなくても、直接インターネットの検索画面から個別の条例等

の名称で検索することにより閲覧できるよう改良することはできない

か。 

(２) 今後、与論町ホームページの全面又は一部改善する計画はあるか。 

町 長 

 

 

 

町 長 

２ 新型コロナウイルス発生後の

福祉対策について 

(１) 新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、県外産科医療機関より、県

外からの妊婦に対し、病院受診２週間前から現地滞在を要請されており、

島外での出産予定者の滞在経費の負担が懸念されるが、対策はどうなっ

ているか。 

町 長 
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   (２) 新型コロナウイルスの第３波が到来していると言われ、島内では新た

にクラスターが発生している現在、島外出産支援対策のみならず、各福

祉対策についてどのように考えているか。 

町 長 

３ 今後のコロナ禍における感染

防止対策について 

(１) 連日、全国において、新型コロナウイルス感染症の拡大が報道されて

いる中で、観光客やビジネス関係者、公務員の出張、スポーツ交流など、

多岐にわたる人の往来に対する感染防止対策を今後どのように取り組む

考えであるか。 

町 長 

６ 大 田 英 勝 １ 少子化対策について (１) 国は少子化対策の一環として、新婚世帯の家賃や敷金・礼金、引っ越

し代など新生活にかかる費用について、来年度から６０万円を上限に補

助する方針を固めた。これは、現行の助成額を倍増し、対象年齢や年収

条件も緩和し、経済的理由で結婚を諦めることがないように結婚を後押

しすることが狙いだという。しかし、事業を導入しているのは全国でも

２８１自治体、県内で７自治体、郡内でも瀬戸内町だけと導入が進んで

いない。自治体負担が半額と大きいのが要因で、来年度からは補助額を

３分の２に引き上げるという。 

ついては、この機会に本町も結婚新生活支援事業を導入し、若者の結

婚を後押しし少子化対策を推進する考えはないか。 

町 長 

 

２ 新過疎法について (１) 今年度末で過疎法の期限が切れることに伴い、自民党において議員立

法による新法が検討されており、要件見直しで鹿児島県の十数市町村が

指定から外れたり対象地域が縮小したりする可能性があることがわかっ

た。指定除外となると、返済額の７割が交付税措置される過疎対策事業

債が発行できなくなるため、自治体運営に大きな影響が出ると危惧され

ている。そこで、本町が指定から外れる十数市町村に入る可能性はない

のか見通しを伺いたい。 

町 長 
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順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 質 問 の 相 手 

７ 福地元一郎 １ インターネット環境について 

 

 

 

 

(１) 空港、港の待合所にＷｉ－Ｆｉのフリースポットを設けて、観光客や

島民が利用できるよう対策を講じる必要があると痛感するが、町長はこ

れを推進する考えはないか。 

(２) 新型コロナ対策として、オンライン会議等を推進していく必要がある

と痛感するが、町長は、これを推進する考えはないか。 

町 長 

 

 

町 長 

２ 共同墓地(納骨堂)について (１) 議会では、６月定例会において共同墓地(納骨堂)の必要性と整備計画

策定に当たっての留意点、基本的な方向性について提言を行ったが、町

長は、これを推進する考えはないか。 

町 長 

８ 原  栄 徳 １ 与論港第二供利港(仮称)の新

設について 

(１) 現在、県は茶花港の段差解消と作業船の作業向上に向けた凹凸部分の

改良工事のための調査を実施し整備を行う計画と聞いている。現在の茶

花港、供利港に少々手を加えたとしても抜港問題の解決にはならないと

考えているが、両港が利用できない時の臨時港として供利漁港を活用し

た新しい港(第二供利港)の新設について県に強く要請する考えはない

か。 

町 長 

２ 与論空港滑走路延長について (１) 以前県より与論空港拡張計画に係る基本調査実施について地元説明会

を行っているが、計画案への理解が得られず、断念に至っている。２０

数年経った今日地元の環境も変わりつつある中、航空環境も変わり新機

種の航空機が就航しているが、安全上の理由から欠航が多い問題も生じ

ている。島民の生活路線であり、主要産業である観光業への影響を考え

ると早期の滑走路延長が必要であると痛感するが、真剣に与論空港滑走

路延長に向けて行動する考えはないか。 

町 長 

３ 水質調査について (１) 島の畜産業における肉用牛の飼養頭数の増加や、サトウキビ栽培、園

芸作物、牧草地に大量に使用され続ける化学肥料等の影響による水質汚

染が懸念されている。早期対策を行うために、井戸や水源地、コイン式 

町 長 
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   給水所、ため池、湧き水、干潮時に海岸へ流れ出る水などの水質調査を

実施する考えはないか。 

 

 


